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3.計算結果
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ht/L=
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計4結果のフロ́ ,Vターンを図211ネす。図中O夕,
1古正(嬌計口り)の,Xタロは負(及躊計ロリ)の放出

濶t系す.口より鯛う力ヽりようit、ハ点、いうli■の渦′

C点、ハう1宙負の渭いゞ及出さ久′工負の渦力W子騰の背面

ざ奏ユ1・なさ上バク,申|れて後流にカルマン渦列だ形

成さスることバわ, るヽ。図311)ん味ltより1滋イ(久食

けヒ較しrlものて
'あ
るバ,渦の形人の親饉力ヾたく―爽

して、ヽる。

図4′図5,図 るにlま′場力株次CL,荻力浙電失CD,

および単列b中旬it族出さスる循尿の純力切直ld陽/Xt l

それぞれの時向交たt示す。こミ|(′CL,CD itそ久

そk CL=4` m2b,cD=X‰′U2hで計年したtので

ある。Cりについて11顕芳な月期キlli誕めらスリ、ヽべ

Ctおよび1凛～/tl 11同期的にた動していう様子バ

ル ろヽ。CL,C,の'キ由1弓句4tt c~L,C~DおよびCこの

靖向郷こよリボめ魚ストロ‐ハル教Stメ
h/u(チ:流

れの動 数)と丈拭つの拠聯υことこ〕ヒ較し'(もの七泉

|に示す。計算=ね!くら |す拠翔遭l(比ヽ マ2学1饉

大きぃヵl′■ 11久耐じこは ξ́ 失しい る。

4.あ とださ

な難な形状tしたイカ体まわりの'たス1駒4へふ易lt逍

用ざれ ′挙カウバ用蒻卜したキ作し、ヽ渦点、法の力受劇卜tネ̀

介しrto i rt小1新残1絆れわりの流ス需年へ通n

して窓 結果と比較し,その有効杜t示した。今′た史

|(メ靭附)去t維 の々7//状tした|力床まわりの流ス解桁

lt通鳳しt木“杵ムの勘1絶口と濁旅すう予定である。
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図3.引群れを乗と可たイヒ矢験鋳スヒのタヒ較
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図2.フローノヾ 7~ン
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